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エラー原因の診断機能のモジュール化とワークフローによる
設定手順の簡略化

平尾 真斗1 小山 智之2 串田 高幸1

概要：サーバーの監視は, システムを運用するために必要不可欠である．そのためサーバーの管理者は, 運
用しているサーバーに合わせた監視方法を実装する．サーバーを監視する手法は, 既存のソフトウェアを
用いる方法と自作の監視ソフトウェアを用いる方法がある. 自作の監視ソフトウェアは, 監視に必要な IP

アドレス, ドメイン, URL の値がハードコーディングされている. しかし, IP アドレス, ドメイン, URL

の値をハードコーディングしている場合, 監視対象の追加や新しい監視方法を追加する際にプログラムさ
れているソースコード書き換えが必要になる．監視するプログラムのソースコードが複数ある場合, ソー
スコードを一つ一つ直していくのは手間である. この解決策として監視のソフトウェアに対する監視機能
のモジュール化を提案する．実験では，監視対象のサーバーが移行することを想定する．監視対象のサー
バーが移行された場合，そのサーバーの IPアドレスは変更される．監視するプログラムのソースコードを
ハードコーディングしている場合と提案の設定ファイルを用いる場合では，この変更に対してプログラム
のファイル内容の記述を変更し，保存する必要がある．実験評価では, 実験をもとに得られたそれぞれの
保存回数を比較した．実験の結果, 本提案の設定ファイルを用いる方法では, 監視するプログラムのソース
コードをハードコーディングしているファイルに比べてファイルの保存回数を 2回減らすことができた.

1. はじめに
背景
アプリケーションやサービスの増大に伴いサーバーの数

も増えている [1]．サーバーの監視は，稼働しているサー
バーを継続的に監視し異常が見つかった際にサーバー管理
者に通知するために行われる [2]．サーバーに対する監視を
行わない場合, 不具合が起きても早期に検知することがで
きない．異常個所を手作業で探すことは，非効率である．
そのような点からサーバーの監視は, システムの運用を効
率的に行う上で不可欠である [3]．サーバー管理者は, 機器
に合わせた監視方法を用いることでサーバーの異常に迅速
に気づくことができる．例えば，Webサーバーの監視に
は, HTTPリクエストを送信して HTTPレスポンスの結
果を監視する外形監視が用いられる．監視方法の実装は以
下の 2種類の方法が用いられる．
( 1 ) 既存のソフトウェアを用いる方法
( 2 ) 自作の監視ソフトウェアを用いる方法
(1) の既存の監視ソフトウェアを用いる方法としては,

1 東京工科大学コンピュータサイエンス学部
〒 192–0982 東京都八王子市片倉町 1404-1

2 東京工科大学大学院バイオ・情報メディア研究科
〒 192–0982 東京都八王子市片倉町 1404-1

Zabbixを用いる方法がある．Zabbixとは, オープンソー
ス監視ソリューションの 1つであり, ネットワークサービ
ス, サーバー, ネットワークハードウェアの監視および追跡
ができる [4]．Zabbixを用いる場合, 監視を行いたいマシン
に Zabbixのエージェントをインストールして監視を行う．
(2)の自作の監視ソフトウェアを用いる方法では, 監視を

行う環境と対象に合わせて監視ソフトウェアを構成する．
しかし, 自作の監視ソフトウェアは, 監視対象を特定するた
めに必要な IPアドレス, ドメイン, URLの値がプログラム
のソースコード内にハードコーディングされている．

プログラム 1 ハードコーディングの例
1 import subprocess

2 subprocess.run ([" ping " ,"192.168.100.143"])

ハードコーディングとは, 変えられるようにするべき変
数をプログラム内のソースコードに直接書くことである．
ハードコーディングの例をプログラム 1 に示す. プログ
ラム 1は，死活監視を実行する. 使用言語は Pythonであ
る. 1行目は, Linuxの subprocessをインポートしている.

2 行目は, subprocess を用いて死活監視を行う. 2 行目の
192.168.100.143 は, Web サーバーの IP アドレスである.
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この場合, プログラム内のソースコードにWebサーバーの
IPアドレスの値が入っておりハードコーディングされて
いる. ハードコーディングで値を固定している場合, シス
テムの仕様変更やのちのメンテナンス性に問題がある [5]．
例えば, プログラム 1のようなハードコーディングされて
いるプログラムのソースコードでは, 監視対象を変える際
にプログラム内のソースコードの IPアドレスを変える必
要がある [6]．

課題
課題は,サーバーの異常を特定する機能をハードコーディ

ングしている場合, 設定の変更には, プログラム内のソース
コードの変更が必要になる．監視を行うプログラムのソー
スコードが複数ある場合, ソースコードを一つ一つ直して
いくのは手間である. 例えば, GCPから AWSにサーバー
を移行したときに監視対象の IPアドレスが変わるため, プ
ログラム内のソースコードを変更する必要がある．そのた
めサーバーの管理者は, 展開しているサーバーに合わせて
再度コーディングする必要がある．

各章の概要
2章では, 関連する既存研究を紹介する．3章では, 提案

手法について説明する．4章では, 実装と実験方法について
説明する．5章では, 評価及び分析の手法を説明する．6章
では, 提案手法の議論を行う．最後に 7章でまとめを行う．

2. 関連研究
Giljong Yooらは, 機能ベースでアスペクト指向プログラ

ミングを使用した監視方法を提案している [7]．この手法
では, 監視プロセスは，ユーザー側の値入力違反のチェッ
クと監視後の監視機器の状態異常チェックに分けられる．
まず, 監視実行前に渡される引数のチェックを行う．ユー
ザーが実際に入力した値に対してチェックを行い入力値に
誤りがある場合に報告を行う．異常がない場合, 監視を実
行し状態図を確認の結果をもとに異常状態を確認する．研
究では, アスペクト指向プログラミングを用いた各機能の
スコープ制約の構成と各機能に基づく状態図とモジュール
機能関係リストを活用した障害検知を用いることで, シス
テム全体の異常を特定している．しかしこの提案では, 多
環境で使われることを考慮していない．したがって環境が
固定されてしまう．
Wenxian Zengらは, SNMPに基づくネットワークサー

バー監視システムの設計と実装を提案している [8]．SNMP

は, 監視機器の状態を要求する監視マネージャーと応答を
返す監視エージェントに分かれている．監視エージェント
は，監視マネージャーから情報要求に対し, MIBと呼ばれ
る機器情報の集合体を送る．これにより監視マネージャー
は, 監視エージェントの状態を確認することができる．こ

の提案では, 以下の 5つのモジュールを用いて SNMPの異
常検知を実現している．
(1)データ取得モジュール
SNMP のやり取りによって得られた MIB の値を取得

する．
(2)データ分析モジュール
取得したMIBの値をユーザーが読みやすいデータ形式

に変換し, データベースに保存する．
(3)データベースモジュール
サーバーのリスト, データベースの読み取りと書き込み

の応答を格納し, 他のモジュールに統一されたデータベー
スインターフェイスを提供する．
(4)故障診断モジュール
警告処理, 故障検出, 故障位置特定を行う．
(5)統計表示モジュール
データベースに記録されたデータを処理し, 結果をグラ

フ形式で表示する．
しかし, この提案を多環境の監視に適応した場合, SNMP

を用いて監視を行うため SNMPを用いていない箇所に異
常が出ていた場合検知ができない.

Wenxian Zengらは, SNMPに基づくサーバー監視シス
テムの設計と実装を提案している [9]．この手法では, シス
テムをデータ層, サービス層, 機能層の 3つの層で設計して
いる. データ層では, 監視マネージャーと監視エージェン
ト間の通信を担当し，MIBの情報を要求し, 設定する。ま
た,この層は, サービス層に収集したデータを送る役割があ
る. データの収集では, リアルタイム収集とタイミング収
集がある.

( 1 ) リアルタイム収集では,監視エージェントから送られて
きたリアルタイムな情報を収集し, 上位層に送信する.

( 2 ) タイミング収集では, ある時間間隔で定期的に情報を
収集し, 上位層に送信する.

サービス層は, 収集したデータを機能層に送信もしくは,

データベースに格納する. 機能層は, データ層とサービス
層から送られてきたMIBの情報をもとに, システム管理者
へのアラートとグラフの表示を行う. また, MIBのカスタ
マイズを行うことによって拡張性の高いグラフを作成する
ことができる. しかし, この提案では, 何秒おきに監視を行
うか, アラートの回数, タイムアウトの時間を, システム管
理者が変えられるようにしていない.

3. 提案
提案方式
本稿では, サーバー監視のソフトウェアに対する監視機

能のモジュール化を提案する．図 1は, 実行ソフトウェア
がシステム管理者からの設定ファイルの値をもとに監視を
実行するまでの流れを示している．
システム管理者は, 実行ソフトウェアが監視に必要な設
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図 1 提案方式

定を設定ファイルの記載を用いて行う．設定ファイルには,

監視を行う際のモジュールの記述, 監視パラメータ, 監視
条件を記述する．実行ソフトウェアは, 設定ファイルのモ
ジュールの記述, 監視パラメータ, 監視条件をもとに監視を
行う．設定ファイルにモジュールの記述, 監視パラメータ,

監視条件の記載することでプログラムのソースコードに直
接値を書くハードコーディングを防ぐ. 監視対象は，実行
ソフトウェアに現在の機器の状態を送る．実際にシステム
管理者が監視を行うまでの流れを説明していく．
( 1 ) システム管理者が設定ファイルに監視に必要なパラ

メータや条件を選択していることを示している．
( 2 ) システム管理者が実行ソフトウェアの実行を行ってい

ることを示している．
( 3 ) 実行ソフトウェアが設定ファイルから受け取ったモ

ジュール, 各パラメータの設定, 監視条件の情報を受け
取っていることを示している．

( 4 ) 実行ソフトウェアは, 設定ファイルの情報をもとにモ
ジュールを選択していく．

( 5 ) 実行ソフトウェアは, 監視対象に向けて監視を行う．

設定ファイルでの既存のモジュール選択と監視条件の選択

プログラム 2 設定ファイル
1 module: #こ こ の モ ジ ュ ー ル の 設 定 を 記 述
2 dns: #名 前 解 決
3 dnscount: 3 #名 前 解 決 を 何 回 行 う か
4 domainname: manato -log #ド メ イ ン 名
5 conditions: |- #条 件 記 載 部

既存のモジュールの選択と監視パラメータは, 設定ファ
イルに記載する．モジュールの構造は設定ファイル内の
moduleの下にモジュールの名前がある．その下にモジュー
ルにわたされる各パラメータがある．記載の仕方はプログ
ラム 2のように行う．例えば, 名前解決を行いたい場合, 2

行目にある dnsモジュールの下のパラメータを選択する．

dnsモジュールのパラメータは, 3行目から 4行目で示して
いる. 3行目の dnscountは，名前解決を一回につき何回行
うかを示す. 4行目の domainは, 名前解決時に使用される
ドメインである．もし dnsモジュールを使用しない場合,

module内の dnsと各パラメータをコメントアウトもしく
は削除すればよい．監視条件の記載は，module部の下に
ある conditions部で行う. ここでどのモジュールを使用す
るかやどの条件で監視を組み合わせるかを記載する. 既存
の監視モジュールは，以下の 5つである．
( 1 ) aliveモジュール
( 2 ) webモジュール
( 3 ) pathモジュール
( 4 ) dnsモジュール
( 5 ) logモジュール
aliveモジュール

図 2 alive モジュール

aliveモジュールでは, 死活監視を行う．具体的な監視方
法については図 2で示す．死活監視では, Webサーバーに
対して ICMPエコーメッセージを送る．ICMPエコーメッ
セージの応答がない場合, 異常と判定を行う．コマンドは,

Pingコマンドを使用する．
webモジュール

図 3 web モジュール

webモジュールでは, 外形監視を行う．具体的な方法に
ついては, 図 3で示す．Webサーバーは, HTTPリクエス
トに対して HTML, CSS, JavaScriptを提供する．外形監
視では，対象サーバーに対して HTTPリクエストを送り
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応答がない場合, 異常と判定する．外形監視コマンドには,

curlコマンドを利用する. このコマンドは, HTTPリクエ
ストをWebサーバーに送るコマンドであり, 応答内容に
は，HTTPリクエストの応答に対するステータスコードの
内容が含まれる.

pathモジュール

図 4 path モジュール

pathモジュールでは, 監視サーバーと対象サーバー間の
経路監視をする．具体的な方法は, 図 4に示す．経路監視
では, Webサーバーに対して ICMPエコーメッセージを送
る. ICMPエコーメッセージが中間機器かWebサーバー
に対して届いている場合, 正常と判断し届いていない場合
異常と判断する. コマンドは, Ping -Rコマンドを使用して
いる．これにより中継機器の状態も監視できる．
dnsモジュール

図 5 dns モジュール

dnsモジュールでは, DNSサーバーに対して名前解決を
行うことを想定する. 図 5 に dns モジュールの具体例を
示す．DNSサーバーは, URL内に含まれるドメインを IP

アドレスに変換する役割を持っている. 管理者が設定した
ドメインに対して IPアドレスを返せるかどうかで異常判
定をする．ドメインに対して IPアドレスが変換されてい
る場合, 正常と判断し IPアドレスに変換されないか DNS

サーバーにアクセスできない場合は, 異常と判断する. コ
マンドは，nslookupコマンドを使用する．

図 6 log モジュール

logモジュール
logモジュールでは,ログの件数を監視する．logモジュー

ルの監視方法とログの例は，図 6に示す．ログサーバーは,

ログを保存する．監視サーバーは，ログサーバーに保存さ
れているログの件数を監視しログ更新が行われない場合,

異常と判断する. ログとは, コンピュータの利用状況やデー
タ通信など履歴や情報の記録である. ログは, システムや
サーバーの種類によって種類が異なる. 例えば, Webサー
バーにアクセスがあった際に記録されるのがアクセスログ
である. アクセスログ内には，Webサーバーに対してアク
セスを行った端末の IPアドレスや, ステータスコード, ア
クセスしてきた端末の情報が記録される.

モジュールの追加
モジュールの追加を行いたい場合, 設定ファイル内の

モジュールの追加とモジュールの作成を行う．図 7 にモ
ジュールの追加とモジュール作成の流れを示していく．

図 7 モジュールの追加

( 1 ) システム管理者は，新しい監視モジュールである port

モジュールを設定ファイルに追加する．その際, port

モジュールの下には，監視に必要なパラメータを選択
する．moduleの下にある portは, portモジュールを
示している. portcountは, ポート監視を何回行うのか
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を示している. portnumberは, ポート番号を示してい
る. portモジュールは，監視対象サーバーの portを監
視する．

( 2 ) portモジュールを作成する．portモジュールには, 設
定ファイル内で portモジュールに記載した各パラメー
タが引数として渡されていくように記載していく.

ユースケース・シナリオ

図 8 ユースケース

本ユースケースシナリオでは, ファッション ECサイト
を想定している．ECサイトのシステム管理者が監視サー
バーを用いて異常個所の特定を行う．ユースケースシナ
リオを図 8に示す．ユーザーは, ファッション ECサイト
を使い服を購入しようとしている. サーバーは, DNSサー
バー, Webサーバー, ログサーバー, 監視サーバーがある.

1○から 3○は, ユーザーが ECサイトのサーバーにアクセス
する流れを示している.

1○は, ユーザーがWebサイトの閲覧に必要な IPアドレ
スをDNSサーバーに問い合わせることを示している. DNS

サーバーは, URLに含まれるドメインを IPアドレスに変
換する役割がある.

2○は, ユーザーが 1○で取得した IP アドレスをもとに
Webサーバーにアクセスを行っていることを示している.

Web サーバーは, ユーザーのアクセスに対して HTML,

CSS, JavaScriptを返す.

3○は, Webサーバーがアクセスログをログサーバーに送
ることを示している. 監視方法は, サーバーによって異な
る. 例えば, Webサーバーに対する監視方法は，外形監視
を用いる. (1)と (2)では, システム管理者が監視サーバー
に対してどのような監視方法を選択するかを示している.

( 1 ) システム管理者は, 監視サーバーに対して監視対象, 監
視タイミング, 監視方法の選択を行う.

( 2 ) 監視サーバーは, システム管理者が設定した監視条件
をもとにサーバーに対する監視を行う.

4. 実装
図 9に設定ファイルからモジュール群の選択の流れを示

図 9 設定ファイルからモジュール群の選択の流れ

す．構成は，大きく設定ファイル, 実行ソフトウェア, モ
ジュール群の 3つに分けられる．このうち監視を行う際の
モジュールの記述, 監視パラメータ, 監視条件を記載する設
定ファイルは, プログラミング言語である YAMLで実装さ
れている．設定ファイルのから渡されたパラメータをもと
に監視モジュールの選択と監視を行う実行ソフトウェアと
モジュール群は，プログラミング言語である Pythonで実
装されている. 各構成要素の説明を (1)から (6)で説明し
ていく.

( 1 ) システム管理者が, 設定ファイルにモジュールの記述,

監視パラメータ, 監視条件が記述を行う.

( 2 ) システム管理者は，実行ソフトウェアを実行する.

( 3 ) 実行ソフトウェアが設定ファイルのモジュール, 監視
パラメータ, 監視条件を読み取る.

( 4 ) 実行ソフトウェアが設定ファイルをもとにモジュール
の選択を行う.

( 5 ) 実行ソフトウェアが監視パラメータをモジュールに入
れていく.

( 6 ) 実行ソフトウェアが監視を実行する.

設定ファイル
システム管理者が監視モジュールの選択, パラメータの

設定, 監視条件の記載を行う設定ファイルはプログラム 3

のようになっている．設定ファイルは, 大きく 2つに分か
れている．1行目から 19行目は, module部である．ここ
では, モジュールとモジュールのパラメータを記述する．
各モジュールは, 2行目のように記載を行う．モジュール
に対応する監視パラメータは, 3行目から 4行目のように
記載を行う．例えば, dnsモジュールを使う場合, 2行目の
ように dns書き, 3行目と 4行目で dnsモジュールのパラ
メータを記載する. dnsモジュール内の dnscountは，名前
解決を何回行うかを示している. domainnameは, ドメイ
ンを示している.

21行目から 23行目は, conditions部である．ここでは,

監視条件の記載を行う．システム管理者は，監視条件を
Pythonの文法で記述する．このようにすることで複数の
条件を記述できるようにしている．モジュールの呼び出し
方は, 22行目のように modulelist[番号].main(**list[番号])

c⃝ 2022 Cloud and Distributed Systems Laboratory 5



テクニカルレポート
CDSL Technical Report

の形式で行う．監視モジュールは, この番号を使い分ける
ことで呼び出しを行う．番号は, 0から始まり dnsモジュー
ルは, 0番目, webモジュールは, 1番目, logモジュールは,

2番目, aliveモジュールは, 3番目, pathモジュールは, 4

番目のように順番となっている．プログラム 3の 22行目
から 23行目では，実際に dnsモジュールと webモジュー
ルを呼び出している. 最初に dnsモジュールが呼び出され
結果が失敗だった場合, webモジュールが呼び出される．

プログラム 3 設定ファイル
1 module: #こ こ の モ ジ ュ ー ル の 設 定 を 記 述
2 dns: #名 前 解 決
3 dnscount: 3 #名 前 解 決 を 何 回 行 う か
4 domainname: manato -log #ド メ イ ン 名
5 web: #外 形 監 視
6 webcount: 3 #外 形 監 視 を 何 回 行 う か
7 weburl: http ://192.168.100.143/

#外 形 監 視 用 URL

8 log: #ロ グ 監 視
9 logcount: 3 #ロ グ 監 視 を 何 回 行 う か
10 logpath: /var/log/access.log

#ロ グ フ ァ イ ル の パ ス
11 alive: #死 活 監 視
12 alivecount: 3 #死 活 監 視 を 何 回 行 う か
13 aliveserver_ipaddr:

#死 活 監 視 を 行 い た い I Pアドレス
14 - 192.168.100.143 # I Pアドレス
15 path: #経 路 監 視
16 pathcount: 3 #経 路 監 視 を 何 回 行 う か
17 pathserveripaddr:

#経 路 監 視 を 行 い た い I Pアドレス
18 - 192.168.100.143 # I Pアドレス
19 - 192.168.150.10

20

21 conditions: |- #条 件 記 載 部
22 if modulelist [0]. main (** list [0]) ==

"失敗":

23 modulelist [1]. main (** list [1])

5. 実験と分析
実験環境
実験環境を図 10に示す．実験環境では, 2つのサーバー

を使用する．Web サーバーは, HTTP リクエストに対し
て応答を行う．Webサーバーは，Nginxを使用している.

Nginxは, オープンソースで軽量かつ高性能なサーバーと
して, その高性能と拡張の容易さから近年広く利用されて
いる [10]．監視サーバーには，提案の設定ファイルとモ

図 10 実験環境

ジュールが入っている. モジュールは, web モジュール,

aliveモジュール, pathモジュール, logモジュール, dnsモ
ジュールが入っている状態とする.

実験シナリオ
シナリオは，ECサイトでWebサーバーの移行を行うこ

とを想定している. Webサーバーの移行前には, 監視サー
バーは，Webサーバーに対して死活監視と経路監視を行っ
ていた. Webサーバーの移行を行うと IPアドレスが変わ
る. そのため死活監視と経路監視に必要な IPアドレスの
値を変える必要がある.

実験方法
実験方法の流れを図 11に示す. 実験では, ECサイトで

図 11 実験方法

Web サーバーの移行を行うことを想定する. その際, 監
視サーバー内に事前に入っている提案の設定ファイルと
モジュールを使用する. 実験では, 既存モジュールである
aliveモジュールと pathモジュールを使用する. また, 比較
対象としてハードコーディングしている場合のファイルと
実行ファイルを用意した. ハードコーディングしている場
合の Ping.pyは，死活監視を行うファイルであり, Path.py

は, 経路監視を行うファイルである. 各ファイルには, 監
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視に必要なパラメータの記載を行う. 例えば，死活監視と
経路監視を行うファイルを使用する場合, 監視回数とWeb

サーバーの IPアドレスが必要となる. run.pyは, 実行ソフ
トウェアを示している. 実行ソフトウェアでは, 監視条件
の記載を行う. 設定ファイルを使用する場合の Conf.yaml

は, 提案の設定ファイルを示している. 設定ファイルでは,

モジュールに必要な引数の指定と監視条件の記載を行う.

ハードコーディングしているファイルを用いる場合の 1○か
ら 3○ は，システム管理者がファイルの書き込みと保存を
行うファイルの順番を示している. 実験方法は, 監視機能
をハードコーディングしているファイルを使用する場合と
提案の設定ファイルを記述してモジュールを使用する場合
のファイルの保存回数を比較する.

実験評価と分析
実験の結果は，図 12となった．縦軸は, ファイルの保存

図 12 実験結果

回数を示しており単位は，回である．横軸の設定ファイル
は, 提案の設定ファイルを示している．ハードコーディン
グは, 監視機能をハードコーディングしているファイルを
示している．監視機能をハードコーディングしているファ
イルを用いる場合は, ファイルの保存が 3回となった. 一
方, 設定ファイルを用いる場合は, 1回となった. 監視機能
をハードコーディングしているファイルを用いる場合にく
らべて設定ファイルを用いる場合では, ファイルの保存の
回数を 2回下げることができた. また設定ファイルを用い
る場合のほうがハードコーディングしているファイルを用
いる場合に比べてファイルの保存の回数が少ない理由とし
て, モジュールの選択, パラメータの記載, 監視条件を一つ
の設定ファイルにまとめたことが挙げられる. 一方, 監視
機能をハードコーディングしているファイルを用いる場合,

本実験のように新しい監視の追加や環境の変更が起きた際,

各モジュールに対する保存と実行ソフトウェアに対する保
存が必要となる. そのため保存の回数が多くなる.

6. 議論
本稿では, サーバー監視のソフトウェアに対する監視機

能のモジュール化を提案した. この提案で新たにモジュー
ルの追加を行う際, ローカル上で管理している. しかしロー
カル上でプログラムのソースコードを管理している場合,

管理する際にローカル上にあるプログラムのソースコード
のみが最新版となってしまう. そのため GitHub上でプロ
グラムのソースコードをアップロードしておけば最新版の
ソースコードをほかのユーザーが再利用したりモジュール
の共同開発ができる.

実験では, 監視モジュールをハードコーディングしてい
る場合と提案の設定ファイルを用いる場合の保存の回数を
比較した. 結果的に, 提案の設定ファイルを用いる方法の
ほうがハードコーディングしているファイルを用いる場合
に比べて保存の回数が 2回少なかった. しかしハードコー
ディングしているプログラムのソースコードのファイルが
一つのファイルにまとめた場合, 保存の回数は, 1 回とな
る. そのため設定ファイルを用いる場合と保存の回数が変
わらない．新しい評価方法として書きこまれたプログラム
のソースコードをコンパイルするのにかかる時間を計測
する．今回作成したモジュール群と設定ファイルは，プロ
グラム言語として Pythonを用いているがコンパイルが必
要になる C言語では, プログラムのソースコードを変更す
るたびにコンパイルが必要になる．C言語でプログラムの
ソースコードを書いていた場合，提案の設定ファイルを用
いればコンパイル数を 0にできる．よってハードコーディ
ングしているソースコードのファイルを 1つにまとめた場
合よりもコンパイルにかかる時間を評価できる．

7. おわりに
課題は,異常の原因を特定する機能をハードコーディング

している場合, 設定の変更には, プログラム内のソースコー
ドの変更が必要になることである．提案では, サーバー監
視のソフトウェアに対する監視機能のモジュール化を提案
した．実験では, 監視モジュールと監視条件の追加を提案
の設定ファイルを用いて行った．実行ソフトウェアは, 設
定ファイルを読み取り監視モジュールの選択と監視対象に
対する監視を行う．実験評価では, 死活監視と経路監視の
追加を本稿で示した提案の設定ファイルで追加した場合と
監視機能をハードコーディングしているファイルで追加し
た場合で比較した．
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